
○
農
林
水
産
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
二
件
）

（
衆
）
は
提
出
時
の
先
議
院

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
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会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

1
0
8
国
会

　
6
0

食
糧
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
衆
）

六
二
、
三
、
一
三

六
二
、
八
、
二
七

六
二
、
九
、
三

可
　
　
決

六
二
、
九
、
四

可
　
　
決

六
二
、
七
、
六

六
二
、
八
、
二
五

可
　
　
決

六
二
、
八
、
二
七

可
　
　
決

百
八
回
国
会

　
衆
　
　
継
　
　
続

1
0
8
国
会

　
6
1

大
豆
な
た
ね
交
付
金
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

"

三
、
一
三

八
、
二
〇
　
　
八
、
二
七

可
　
　
決

　
　
八
、
二
八

可
　
　
決

七
、
六

　
　
八
、
一
九

可
　
　
決

　
　
八
、
二
〇

可
　
　
決

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

０1

採
卵
養
鶏
業
へ
の
農
外
大
企
業
者
等
の

進
出
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案

藤
田
ス
ミ
君

外
　
　
一
　
　
名

　
（
六
二
、
九
、
四
）

六
二
、
九
、
九

六
二
、
九
、
九

　
　
（
予
）

六
二
、
九
、
九

未
　
　
　
　
　
　
　
了

1
0
7
国
会

6

流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
防
止

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

宮
崎
茂
一
君

外
　
　
五
　
　
名

　
（
六
一
、
一
一
、
一
四
）

六
二
、
九
、
三

六
二
、
九
、
九

　
六
二
、
九
、
一
八

可
　
　
決

　
六
二
、
、
九
、
一
八

可
　
　
決

六
二
、
七
、
六

六
二
、
九
、
三

修
　
　
正

六
二
、
九
、
三

修
　
　
正

百
七
回
国
会

百
八
回
国
会

　
衆
継
続



食
糧
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第
六

〇
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
麦
作
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
に
対
処
し

　
て
、
麦
の
政
府
の
買
い
入
れ
の
価
格
に
つ
い
て
、
生
産
性
の
向
上
及

　
び
品
質
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
麦
の
生
産
費
そ
の

　
他
の
生
産
条
件
、
麦
の
需
要
及
び
供
給
の
動
向
、
物
価
等
を
参
酌
し

　
て
定
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
を
公
布
の
日
か
ら
一
年
を
超
え
な

　
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
に
よ

　
る
改
正
後
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
三
年
産
の
麦
か
ら
適
用
す
る
こ
と

　
と
し
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会

　
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
麦
作
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に

　
対
処
し
て
、
麦
の
政
府
買
い
入
れ
価
格
に
つ
い
て
、
生
産
性
の
向
上

　
及
び
品
質
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
生
産
費
そ
の
他

の
生
産
条
件
、
需
要
及
び
供
給
の
動
向
、
物
価
等
を
参
酌
し
て
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
考
人
を
招
い
て
そ
の
意
見
を
聴
取

す
る
と
と
も
に
、
本
法
改
正
の
基
本
的
考
え
方
、
新
し
い
算
定
方
式

の
内
容
、
生
産
性
向
上
成
果
の
農
家
へ
の
還
元
、
現
行
の
算
定
方
式

に
つ
い
て
の
見
解
、
農
政
審
議
会
報
告
と
の
関
係
、
麦
の
品
質
改
善

の
た
め
の
施
策
、
麦
の
品
質
改
善
と
価
格
政
策
の
関
係
、
麦
の
生
産

性
向
上
の
た
め
の
施
策
、
基
盤
整
備
に
要
す
る
農
家
負
担
、
麦
が
輪

作
及
び
転
作
に
果
た
す
役
割
、
輸
入
小
麦
の
安
全
性
、
国
内
産
麦
の

流
通
合
理
化
の
た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
・

護
憲
共
同
を
代
表
し
て
菅
野
委
員
よ
り
反
対
で
あ
る
旨
の
、
日
本
共

産
党
を
代
表
し
て
下
田
委
員
よ
り
反
対
で
あ
る
旨
の
そ
れ
ぞ
れ
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
討
論
終
局
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
賛

成
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
六
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
全
会

一
致
を
も
つ
て
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。



大
豆
な
た
ね
交
付
金
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百

八
回
国
会
閣
法
第
六
一
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
大
豆
及
び
な
た
ね
に
係
る
交
付
金
制
度
発
足
後
四

半
世
紀
が
経
過
し
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
後
の
大
豆
及
び
な
た

ね
の
生
産
、
需
給
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、
交

付
金
制
度
に
つ
い
て
、
生
産
状
況
等
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
一
層
の
生
産
性
の
向
上
及
び
品
質
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
基
準
価
格
算
定
方
式
の
改
正

　
　
生
産
者
に
保
証
す
べ
き
価
格
水
準
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定

　
め
る
基
準
価
格
の
算
定
に
当
た
つ
て
は
、
大
豆
ま
た
は
な
た
ね
の

　
生
産
構
造
や
生
産
性
の
向
上
等
を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
と
す
る

　
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
つ
て
き
た
パ
リ
テ
ィ
価
格
等
を
参
酌
す
る
方

　
式
を
改
め
、
生
産
費
そ
の
他
の
生
産
条
件
、
需
要
及
び
供
給
の
動

　
向
、
物
価
等
を
参
酌
す
る
方
式
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
種
類
等
別
基
準
価
格
の
設
定

　
　
良
品
質
の
大
豆
ま
た
は
な
た
ね
の
生
産
を
誘
導
す
る
た
め
、
交

　
付
金
の
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
基
準
価
格
等
を
種
類
、
銘
柄

　
ま
た
は
等
級
の
別
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
最
低
標
準
額
の
設
定

　
　
生
産
者
団
体
等
に
よ
る
一
層
の
販
売
努
力
を
促
進
す
る
た
め
、

　
交
付
金
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
標
準
販
売
価
格
に
最
低
標
準
額
を

　
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
制
度
運
営
方
針
の
明
確
化

　
　
本
制
度
の
運
営
に
当
た
つ
て
大
豆
ま
た
は
な
た
ね
の
生
産
性
の

　
向
上
及
び
品
質
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
旨
を
明
確
に

　
す
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会

　
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
大
豆
な
た
ね
交
付
金
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

　
最
近
の
大
豆
及
び
な
た
ね
の
生
産
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に
対
処

　
す
る
た
め
、
基
準
価
格
の
算
定
方
式
の
改
正
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う

　
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
改
正
の
基
本
的
考
え
方
、
基
準
価

　
格
及
び
最
低
標
準
額
の
算
定
方
式
の
具
体
的
内
容
、
種
類
等
別
基
準



価
格
設
定
の
是
非
、
国
産
大
豆
の
品
質
の
特
性
、
法
改
正
が
大
豆
及

び
な
た
ね
生
産
に
与
え
る
影
響
、
大
豆
の
作
付
け
と
価
格
決
定
の
時

期
の
あ
り
方
、
大
豆
及
び
な
た
ね
の
自
給
率
の
向
上
対
策
及
び
生
産

性
向
上
の
た
め
の
諸
施
策
、
転
作
大
豆
及
び
な
た
ね
の
生
産
振
興
対

策
、
流
通
機
構
の
合
理
化
対
策
、
国
産
大
豆
の
消
費
拡
大
対
策
等
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て

御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
法
律
案
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
諫
山
委
員
よ
り
反
対
で
あ
る
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
終
局
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
、
賛
成
多
数
を
も

つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
六
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
全
会

一
致
を
も
つ
て
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

（
第
百
七
回
国
会
衆
第
六
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
流
通
食
品
に
毒
物
を
混
入
す
る
等

の
行
為
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
対

す
る
危
害
の
発
生
を
防
止
し
、
あ
わ
せ
て
国
民
の
生
活
の
平
穏
と
安

定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
の
施
策
等

　
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
を

　
防
止
す
る
た
め
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
ま
た
、
流
通
食
品
の
製
造
業
者
等
は
、

　
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国

　
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
施
策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

二
、
警
察
官
等
へ
の
届
出
等

　
　
製
造
業
者
等
は
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
が
あ
つ
た
こ

　
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
警
察
官
等
に
届
け
出
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
に
違
反
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

　
す
る
こ
と
と
し
、
行
為
者
の
ほ
か
、
そ
の
業
務
に
係
る
法
人
等
に

　
対
し
て
も
刑
を
科
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
な
お
、
製
造
業
者
等
は
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
に
関



　
す
る
犯
罪
の
捜
査
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
捜
査
機
関
に
対
し

　
必
要
な
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

三
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
防
止
の
た
め
の
指
導
ま
た
は

助
言
等

　
　
主
務
大
臣
は
、
製
造
業
者
等
に
対
し
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の

　
混
入
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
そ
の
防
止
の
た
め
必
要
な
指
導

　
ま
た
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
流
通
食

　
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
が
あ
つ
た
場
合
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

　
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
流
通
食
品
の
適
切
か
つ
円
滑
な
流
通
の
維
持
等
の
た
め
の
措
置

　
　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
は
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等

　
が
あ
つ
た
場
合
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

　
流
通
食
品
の
適
切
か
つ
円
滑
な
流
通
の
維
持
を
図
り
、
ま
た
は
製

　
造
業
者
等
の
経
営
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
製
造
業
者
等
に
対
し
、

　
必
要
な
指
導
、
助
言
、
資
金
の
あ
つ
せ
ん
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず

　
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

五
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
罪

　
１
　
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
を
行
つ
た
者
は
、
十
年
以
下

　
　
の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
し
、

　
　
ま
た
、
こ
の
罪
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し
た
者
が
自
首
し
た
と
き
は
、
そ

　
の
刑
を
減
軽
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
罪
を
犯
し
、
よ
つ
て
人
を

　
死
傷
さ
せ
た
者
は
、
無
期
ま
た
は
一
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る

　
こ
と
と
す
る
。

３
　
こ
れ
ら
の
罪
に
当
た
る
行
為
が
刑
法
の
罪
に
触
れ
る
と
き
は
、

　
そ
の
行
為
者
は
、
同
法
の
罪
と
比
較
し
て
、
重
き
に
従
つ
て
処

　
断
す
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員

　
　
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
本
法
律
案
は
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
を
防
止
す
る
た

　
　
め
の
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
流
通
食
品
に
毒
物
を
混
入
す

　
　
る
等
の
行
為
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
生
命
ま
た
は
身

　
　
体
に
対
す
る
危
害
の
発
生
を
防
止
し
、
あ
わ
せ
て
国
民
の
生
活
の

　
平
穏
と
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
考
人
を
招
い
て
そ
の
意
見
を
聴

　
　
取
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
等
の
捜
査
状
況
、
法
律

　
　
案
提
出
に
至
る
経
緯
、
法
律
案
成
立
後
の
犯
罪
等
の
抑
止
効
果
、



処
罰
規
定
に
係
る
「
流
通
食
品
」
、
「
毒
物
」
等
の
定
義
を
め
ぐ
る

問
題
と
量
刑
の
均
衡
、
毒
物
混
入
等
の
届
出
義
務
と
裏
取
引
の
防

止
効
果
、
製
造
業
者
等
の
届
出
義
務
及
び
犯
罪
捜
査
へ
の
協
力
義

務
と
警
察
権
の
拡
大
、
流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
防
止
策

と
関
係
行
政
機
関
の
連
携
体
制
、
製
造
業
者
等
の
損
失
と
援
助
策

の
内
容
、
関
係
労
働
者
へ
の
救
済
策
、
一
般
消
費
者
の
保
護
と
被

害
の
補
償
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は

会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。
な
お
、
下
田
委
員
よ
り
、

本
法
律
案
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
す
べ
き
旨
の
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
を
も
つ
て
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党

を
代
表
し
て
諫
山
委
員
よ
り
反
対
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　
討
論
終
局
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
「
届
出
義
務
、
協
力
義
務
等
を
め

ぐ
つ
て
国
民
の
人
権
を
不
当
に
侵
害
す
る
事
態
を
生
ず
る
こ
と
の

な
い
よ
う
万
全
を
尽
く
す
こ
と
。
」
な
ど
、
四
項
目
に
わ
た
る
附

帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。




